
　
平
成
28
年
度
の
一
般
会
計
決
算
額
は
、

前
年
度
に
比
べ
て
収
入
・
支
出
と
も
に

増
加
し
、
過
去
最
大
の
規
模
と
な
り
ま

し
た
。
収
入
と
支
出
の
差
引
額
か
ら
平

成
29
年
度
に
繰
り
越
す
必
要
が
あ
る
財

源
の
５
４
２
５
万
円
を
除
い
た
実
質
収

支
額
は
、
２
億
７
７
３
７
万
円
の
黒
字

と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
は
、
第
５
次
総
合
計
画

後
期
基
本
計
画
の
ス
タ
ー
ト
の
年
度
で

あ
る
と
と
も
に
、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
」に
掲
げ
る
施
策
を

実
行
に
移
す
年
度
で
も
あ
り
ま
し
た
。

人
口
減
少
に
対
応
し
、
住
民
が
夢
や
希

望
を
持
て
る
よ
う
に「
住
み
よ
さ
ブ
ラ

ン
ド
の
確
立
」や「
町
を
愛
す
る
人
を
育

て
、
絆
を
つ
な
げ
、
広
げ
る
こ
と
」を
視

点
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
策
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

　

特
徴
的
な
も
の
と
し
て
、
第
５
次
総

合
計
画
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て

計
画
的
に
進
め
て
き
た
Ｊ
Ｒ
海
老
津
駅

南
側
の
道
路
、
広
場
、
自
由
通
路
の
整

備
が
完
了
し
ま
し
た
。
ま
た
、
観
光
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
北
斗
七
星
を
拠
点
と
し
た

町
の
魅
力
発
信
や
岡
垣
町
が
先
進
的
な

モ
デ
ル
と
な
る
よ
う
な
中
学
校
で
の
特

色
あ
る
英
語
教
育
改
革
を
進
め
ま
し
た
。

実
質
収
支
は

２
億
７
７
３
７
万
円
の
黒
字

住
民
が
夢
や
希
望
を

持
て
る
よ
う
に

決
算
報
告

　
９
月
の
定
例
議
会
で
、
平
成
28
年
度
の
一
般
会
計
と
３
つ
の
特
別
会
計
、
２
つ
の
公

営
企
業
会
計
の
決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
総
務
課

平成 28 年度

一般会計支出総額

102 億 7,579 万円

一般会計収入総額

106 億 741 万円
収入

支出

人件費
13.3%

扶助費
18.8%

物件費
14.7%

補助費等
18.0%

普通建設
事業費
13.1%

繰出金
12.4%

災害復旧事業費　0.1%維持補修費　0.4%公債費　5.0%

積立金　3.7％
投資・出資・貸付金　0.5％

収入

支出

自主財源  41.9% 依存財源  58.1%

町税
27.1%

地方債
7.7%

地方交付税
23.0%

国県支出金
21.3%

繰越金
4.8%

各種交付金  5.2%繰入金
4.3% 地方譲与税  0.9%

その他  4.4%
使用料及び手数料　1.3%
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平成 28 年度 決算報告

夢
や
希
望
を
持
て
る

ま
ち
づ
く
り
に
挑
ん
だ
１
年
―
―
。

ＪＲ海老津駅南側道路等の整備

　各取り組みが、第５次総合
計画の「まちの将来像」のど
の分野に当てはまるかを、右
のアイコンで示しています。

輝き
安全安心

心の豊かさ
計画の推進

　平成 23 年度から整備してきた海老津白谷線道路、海老津駅自由通路、
駅南側広場が完成。車両が通りやすくなり、交通渋滞も緩和されました。また、
自由通路ができたことで、高齢者や自転車を利用する人が踏み切りを渡らず、
安全に通行できるようになりました。
　今後、主要な道路を結ぶ計画や国道３号岡垣バイパスの４車線化の整備を
促し、駅南側地域の立地条件を向上させることで、質の高い宅地の開発や企
業の誘致につなげていきます

４億6,674万円

岡垣交番の駅前への移転

　犯罪や青少年の非行を防ぐため、多くの人から要望されてい
た岡垣交番の移転。平成 29 年 3月にJR 海老津駅前への移転
が完了し、新たな岡垣交番での業務が開始されました。

299万円
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■三里松原の保全� 370万円
■農業基盤整備の促進� 2,232万円
■新規就農者の支援� 780万円
■漁港施設機能保全計画の策定� 947 万円
■プレミアム商品券の発行� 1,029万円
� など

■空き家対策の推進� 127 万円
■コミュニティバスの運行など� 6,615万円
■定住促進対策� 3,039万円
■地域福祉計画の策定� 307 万円
■介護予防サービスの実施� 3,024万円
� など

民間保育所施設
整備の支援

5,824万円
待機児童を減らすため、岡垣東部
保育所の定員拡大に向けた施設
整備を支援しました。平成 29 年
度中に完成し、定員が100人から
120人になる予定です。

　町の観光情報の発信や集客イベントを積極的
に行うなど、観光ステーション北斗七星を拠点
に観光プロモーションを拡大しました。また、保
養施設であった臨海荘を、観光振興を目的とし
た施設にリニューアルオープンしました。

5,478万円

観
光
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
北
斗
七
星

を
拠
点
と
し
た
観
光
推
進

先進的な
中学校の英語教育改革

　グローバル化に対応できる子どもたちを育てるため、中学校
の全普通教室に電子黒板を設置するなどのＩＣＴ環境の整備や
生徒への教科書音声ＣＤの配布、外国語指導助手の増員など、
中学校の英語教育改革を総合的に推進しました。
　今後も継続して取り組み、ＩＣＴを活用した英語授業などを定
着させ、中学校の英語教育を充実させます。

1,369万円
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そのほかの取り組み

■副読本教材おかがきナビの作成� 312万円
■子ども医療費の支援� 1億 3,822万円
■こども未来館の運営など� 3,167 万円
■山田第三学童の整備� 3,212万円
■小中学校の施設整備� 1億 4,040万円
� など

■自治区やコミュニティへの活動支援� 3,419万円
■おかがき応援寄附金事業の推進� 258万円
■広報おかがきの発行など� 732万円
■ボランティアセンターの運営� 611万円
■岡垣町のＰＲ� 219万円
� など

公共施設等総合管理
計画の策定

593万円
　公共施設などの長寿命化や統廃
合、更新を計画的に行うための「公
共施設等総合管理計画」を策定し
ました。詳しい内容は広報おかが
き平成29年 7月25日号に掲載し
ています。

　災害などの緊急情報や地域情報を速やかに伝
える「でんたつくん」の第１期工事に着手し、基
地局や中継局などを整備しました。今年の７月か
ら進めている全戸への戸別受信機の設置は、平
成 31年度までに完了する予定です。

7,937万円

地
域
情
報
伝
達
無
線
シ
ス
テ
ム

「
で
ん
た
つ
く
ん
」
の
整
備

町自慢の地下水
ブランド化の検討

　地下水のブランド化に向け、九州大学などと地下水の水質や
起源などを調査し、「平均50年～150年前の雨水であること」「ミ
ネラル豊富なおいしい水であること」が分かりました。
　今後、この調査結果を町の魅力の一つとして定住促進プロモー
ションに活用するとともに、地下水の商品化が可能かどうかを検
討します。

672万円

平成 28 年度 決算報告
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特別会計

国民健康保険事業
収　入　 42 億  6,558 万円
支　出　 43 億  5,608 万円
　国民健康保険加入者の保険給付や保健事業を行う
会計です。主な収入は加入者の保険税や国・県から
の負担金・補助金。そのほか、一般会計からの繰入
金3億 2,205万円などがあります。主な支出は保険
給付費27億1,122万円、共同事業拠出金9億4,493
万円などです。平成28年度は9,051万円の赤字とな
り、平成29年度収入から不足分を補いました。

後期高齢者医療事業
収　入　５億 3,928 万円
支　出　５億 2,682 万円
　後期高齢者医療制度の保険料の徴収などを行う会
計です。主な収入は保険料と一般会計からの繰入金。
主な支出は後期高齢者医療広域連合への納付金です。

住宅新築資金等貸付事業
収　入　384 万円
支　出  　77 万円
　主に住宅新築資金の貸付金の回収と借入金の返済
を行う会計です。

　
平
成
28
年
度
決
算
は
、
実
質
収
支
額
が

2
億
７
７
３
７
万
円
の
黒
字
で
し
た
が
、

単
年
度
収
支
額
は
1
億
４
６
８
４
万
円
の

赤
字
と
な
り
ま
し
た（
図
１
）。
当
該
年
度

の
収
入
に
は
前
年
度
の
実
質
収
支
額
が
繰

越
金
と
し
て
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
そ
の

額
を
当
該
年
度
の
実
質
収
支
額
か
ら
引
く

こ
と
で
、
当
該
年
度
の
純
粋
な
収
支
で
あ

る「
単
年
度
収
支
額
」が
分
か
り
ま
す
。

　

ま
た
、
財
政
状
況
の
余
力
を
示
す
経

常
収
支
比
率
は
、
前
年
度
に
比
べ
３・４

ポ
イ
ン
ト
増
加
。
92
・
３
パ
ー
セ
ン
ト
と

厳
し
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す（
図
２
）。

単
年
度
収
支
は
赤
字
に

決
算
か
ら
見
る
ま
ち
の

財
政
の
今
と
こ
れ
か
ら

平成 27 年度
の実質収支額

（A）
4 億 2,421 万円

平成 28 年度
の実質収支額

（B）
2 億 7,737 万円

単年度収支額
（B-A） －1 億 4,684 万円

（図１）単年度収支額の計算方法

（図２）経常収支比率の推移

※当該年度と前年度の実質収支
の差額

※人口と産業構造が
岡垣町に近い市町村
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経常収支比率
人件費などの経常的な経費に町税などの経常的な収
入がどの程度当てられているかを示す比率。数値が
低いほど財政状況に余力があるとされている。近年
はこの数値が高い傾向にあり、財政状況の余力がな
くなってきている。

岡垣町は全国の
市町村の平均を
上回っている
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公営企業会計

水道事業

　安定して「おいしい水」を供給するための会計です。
主な収入は水道料金。主な支出は浄水場や配水池の
維持管理費です。

※収支金額は税抜きの金額。資本的収支の不足額は、公営
企業に留保している資金で補っています

公営企業会計・特別会計
平成28年度

　２つの公営企業会計と３つの特別会計の、平成 28 年度決算額をお知らせします。

■収益的収支　収　入　４億 8,360 万円
支　出　４億 7,833 万円

■資本的収支　収　入　１億 5,381 万円
支　出　３億 4,136 万円

　快適な生活を送るための下水道の整備や維持管理を
行う会計です。主な収入は下水道使用料や受益者負担
金、一般会計からの繰入金などです。主な支出は下水
道の施設工事費、浄化センターの維持管理費です。

下水道事業
■収益的収支　収　入　９億 8,347 万円

支　出　８億 8,424 万円
■資本的収支　収　入　５億 5,214 万円

支　出　８億 9,887 万円

臨時財政対策債
地方交付税の不足分を町が国の肩代わりをして借り入れるもの。この返済費用
は、今後国から受ける地方交付税で補われる。

　

近
年
は
、
町
が
こ
れ
ま
で
積
み
立
て

て
き
た
基
金
を
取
り
崩
し
て
財
源
不
足

を
補
っ
て
い
る
状
況
で
、
基
金
残
高
が

減
少
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
地
方
債

借
入
金
残
高
は
、
全
国
的
に
は
低
い
水

準
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
継
続
し
た
臨

時
財
政
対
策
債
の
借
り
入
れ
な
ど
で
増

加
し
て
い
ま
す（
図
３
）。

　
支
出
面
で
は
、
年
々
決
算
額
が
増
加
し

て
い
ま
す（
図
４
）。
今
後
も
少
子
高
齢

化
に
よ
る
社
会
保
障
費
の
増
加
や
公
共

施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
維
持
管
理
・
更
新

経
費
の
増
加
、
地
方
債
借
入
金
残
高
の
増

加
に
よ
る
借
入
金
返
済
金
の
増
加
が
想

定
さ
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
町
税
収
入

を
は
じ
め
と
す
る
財
源
の
確
保
と
経
常

経
費
の
削
減
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
第
５
次
総
合
計
画
や
ま
ち・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
に
掲
げ

る
事
業
を
着
実
に
行
い
、
住
み
た
い
・

住
み
続
け
た
い
町
と
し
て
の
魅
力
を
高

め
、
将
来
に
お
け
る
自
主
財
源
の
確
保

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。
ま

た
、
さ
ら
な
る
経
常
経
費
の
削
減
の
た

め
、
今
年
度
策
定
す
る「
行
政
改
革
推

進
計
画
」に
基
づ
く
取
り
組
み
を
進
め

ま
す
。
効
率
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
展

開
し
な
が
ら
、
長
期
的
な
視
点
で
の
健

全
な
財
政
運
営
を
行
い
ま
す
。

今
後
も
増
加
す
る
支
出

健
全
な
財
政
運
営
を
目
指
し
て

平成 28 年度 決算報告

（図４）支出決算額の推移
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（図３）基金残高・地方債借入金残高の推移
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